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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・神話伝承論（集中）

昨年度は、初期万葉挽歌の分析を中心に研究を行ない、これを角川選書の一つとして纏めること
ができた（『万葉挽歌のこころ―夢と死の古代学―』角川学芸出版、2012年）。本年度は、さらに続
行をまとめることができ、これを発展させる形で論文を書くことができた（天智天皇挽歌群と「後宮」
―その予備的考察―）。

【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任などを務め、多忙の年であった。大阪南高校や高田高校、一条高校など、多くの高校に
おいて出張授業を行った。

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学専攻）

博士（文学、文乙第7号）

万葉文化論の方法論の摸索、万葉挽歌の史的研究、折口信夫の方法論の再検討

最終学歴

【研究上の特記事項】

学部担当科目

・国文学史Ⅰ（前期）
・国文学史Ⅲ（後期）
・神話伝承論（前期）
・国文学講読（一）（通年）
・演習Ⅰ（一）（通年）
・演習Ⅱ（二）（通年）
・世界遺産学概論Ⅱ（後期）
・奈良文化論Ⅱ（後期）

授業科目

専門分野

授業においては、三年前に第一回のＦＤ委員会の公開授業を担当することができたが、昨年度も
批判を受けた点を踏まえて授業改善を行った。

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

全国大学国語国文学会学会賞選考委員、上代文学会理事、万葉学会編集委員、日本文学協会
委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任理事、古事記学会理事、
国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

万葉文化論

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・研究演習（六）（通年）
・東アジア言語文化論（通年）

平城宮跡の大極殿復元に関わる委員（国土交通省）や、飛鳥苑池遺構の復元の委員（奈良県）を
務めた。また、創作では、翻案オペラが奈良100年会館で上演され、制作・統括などを務めた。加
えて、小説も発表することができた。一月よりは、読売新聞書評委員を務め、月に二本程度の書評
を書いている。
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②後宮とその文学の広がり―日
中の比較から―

2012年9月9日

2012年9月25日

ＮＨＫ学園

二玄社

美夫君志会全国大会
研究発表

2012年7月1日

『季刊　明日香風』第
123号、古都飛鳥保存
財団

『アナホリッシシュ国文
学』第1号、響文社

角川学芸出版

2012年8月

2012年9月

上記テキストの補遺編。

文・上野誠、書・中嶋玉華。書道を学ぶ
人たちのための、『万葉集』解説書。

2012年9月20日

『萬葉集研究』第33
集、塙書房

2012年7月1日

2012年12月5日

2012年10月1日

「東アジア文学と文化
の交流」国際学術シン
ポジウム研究発表

大津皇子の歌と詩に登場する磐余池に
ついて、近年の考古学の成果を利用し
て、新見を示した論文。

万葉集研究に果たす民俗学的思考に
ついて、シメを中心に解説した論文。

初心者向けの『万葉集』のテキストとして
執筆した書物。

①万葉びととの対話

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

①賜死・大津皇子の歌と詩―磐
余池候補地の発掘に寄せて―

ＮＨＫ学園2012年8月

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

平群広成を主人公とする、歴史小説
で、自らの学問世界を小説のかたちで
表現したもの。

①天平グレート・ジャーニー―
平群広成の数奇な冒険―

⑤

（学会発表）

③心ときめく万葉の恋歌

④はじめて楽しむ万葉集

①天智天皇挽歌群と「後宮」―
その予備的考察―

（学術論文）

ＮＨＫ学園のテキストとして、『万葉集』
の文化論的解説を口述した書物。

③天智天皇挽歌群と「後宮」―
その予備的考察―

（著書）

②万葉集研究と民俗学的思考
―シメの話―

②万葉歌体感塾

②額田王と吉野―古に恋ふる
鳥―

2012年11月 書肆アルス
女優・松坂慶子氏のために書かれた朗
読劇台本を、出版した書物。

中京大学で行われた学会において、学
術論文③の内容について、その梗概を
口頭発表した。

天智天皇挽歌群に登場する女性官職
の歴史的考察を行ない、後宮文学の古
代的有り様を考えた論文。

講談社

日唐の後宮制度を『大唐六典』等を用
いて比較研究し、日唐の後宮文学の特
質を考究した研究発表。


